























































































































































に過ぎない。つまり村人口の 5 分の 1 しか居住しておらず，残りの 5 分の 4 は主に韓国に出稼ぎに
いって不在である。しかも実際の居住者のうち 9 割近くが老人で，働き盛りの若者はわずかしかお
らず，学生は皆無である。このS村は最貧困村として知られており，村がすでに空洞化している状
況がある。改革開放以降，人口減や経済的な困難により「消滅」が憂慮される典型的な朝鮮族村で
ある。
　村人が経営する朝鮮族食堂での昼食をとったあと，午後には村長のライフヒストリーについてお
話を伺った。50代前半の相対的に若い村長は，地元の中学校を卒業した後，中国の国内をはじめ，
北朝鮮，ロシアなどの地域に移動しつつ様々な小売業などのビジネスで生計を立てていたが，衰退
の一途をたどる故郷の惨状を目の当たりにし，何とかそれを食い止めて村おこしに尽力したいと一
念発起した。故郷に戻った村長は，村民による強い支持を得て，現在，村長として二期目を務めて
いる。村民の土地をめぐり浮上した諸問題は，村長のリーダーシップによって多くが解決されてい
るという。S村の女性主任は，村民の心（民心）を深く理解し行動してくれる「やり手」の村長が
いるから，あと10年もすれば村は見違えるほど発展して，村民が戻ってくるに違いないと語ってい
た。
　村長の「やり手」ぶりは，S村事務所の廊下に掲示されていた景観の写真が物語っていた。村長
が故郷に戻ってきた頃は，村に道という道がなく，藁葺屋根の家は空き家状態で倒壊寸前であった
が，その後の再建工事を経て，現在はインフラ整備が整った朝鮮族農村として生まれ変わっている。
出稼ぎにいった村民らが完全に戻ってきたわけではないが，見違えるほどになった故郷の消息を聞
き，すでに韓国から帰郷の意思を示している村民が増えているそうである。昼夜を問わず村の再建
に奔走する村長の努力の賜物であるが，その背景には，このような村長の村おこしを支援する政策
がある。
　三日目は，早朝から夜までの日程で，内陸部のT村を訪ねた。移住の背景や定住の経緯がS村と
異なるT村は，海外へ出稼ぎにでた朝鮮族の穴埋めをするかのように漢族が流入し，すっかり漢族
村へと様変わりしていた。朝鮮族村の解体はもちろん，民族言語の喪失なども深刻化している。こ
のような現状に対し，朝鮮族の民族幹部たちは，民俗村の建設，幹部の養成，民族言語の維持を目
的とした言語教育の実施を奨励するなど，数々の実践を行っている。そのほか，若者の帰村および
自立支援についての現状なども確認された。
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　以上，三日間に亘る現地調査を通して，「国境をまたぐ生活スタイルの研究」に関わる多様なイッ
シュウ（跨境家族の現状，村レベルでの対策と個々の村民の生活実践など）の一端が把握された。
冒頭で記したように，これまでの移動研究においては，移動先や移動元に焦点を当てるか，それぞ
れの地域を跨ぐ社会空間の枠組みにおいて分析がなされてきたが，跨境家族の現状を把握すること
はもちろん，様々な地域に跨る家族の離村状況や，帰村状況を含めて包括的に分析することが今後
の課題として浮かび上がった。短い期間であったが，このような調査が実施できたことに感謝する
とともに，現地協力者の皆さまに深くお礼を申し述べたい。
（客員研究員）
─　　─（　 ）40397
